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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
静
南
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
４
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
鳴
海

【
あ
ら
す
じ
】

　
静
南
高
校
で
出
会
っ
た
朝
倉
隼
人
と
村
沢
薫
。
終
生
の
ラ
イ
バ
ル
と
呼
ば
れ
、

日
本
バ
ス
ケ
界
を
大
き
く
動
か
す
２
人
が
辿
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
…
。

※
ス
ト
ー
リ
ー
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
が
、
若
干
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
と
内
容
が
被
り

ま
す
。
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

静
南
高
校

「
う
お
っ
、
で
け
え
…
」

「
俺
た
ち
と
同
じ
１
年
か
？
」

埼
玉
県
の
静
南
高
校
。
こ
こ
で
入
学
式
を
終
え
、
１
人
の
新
入
生
が
注
目
を
集

め
て
い
た
。

朝
倉
隼
人

中
学
ま
で
北
海
道
の
バ
ス
ケ
部
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
父
親
の
仕
事
の
都
合
に

よ
り
埼
玉
に
引
っ
越
し
て
き
た
。

朝
倉
（
バ
ス
ケ
部
あ
る
よ
な
…
）

朝
倉
が
掲
示
板
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。

“
バ
ス
ケ
部
、
王
者
東
王
に
完
敗
。
ま
た
も
や
八
強
の
壁
破
れ
ず
”



3

朝
倉
「
お
っ
、
バ
ス
ケ
部
か
。
し
か
も
八
強
っ
て
結
構
強
い
の
か
？
」

村
沢
「
強
い
よ
」

背
後
か
ら
声
。
朝
倉
が
振
り
返
る
。
そ
こ
に
は
短
髪
で
端
整
な
顔
立
ち
を
し
た

長
身
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

村
沢
「
キ
ャ
プ
テ
ン
で
セ
ン
タ
ー
を
務
め
る
二
階
堂
さ
ん
、
精
密
機
械
の
よ
う

な
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
誇
る
如
月
さ
ん
、
ス
ピ
ー
ド
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
金
村

さ
ん
。
こ
の
３
人
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
な
ん
だ
け
ど
、
控
え
の

選
手
層
が
薄
い
の
が
ベ
ス
ト
８
に
甘
ん
じ
て
い
る
原
因
さ
」

朝
倉
「
え
え
っ
と
…
」

村
沢
「
あ
あ
、
す
ま
な
い
。
５
組
の
村
沢
薫
っ
て
い
う
ん
だ
。
も
し
か
し
て
埼

玉
出
身
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

朝
倉
「
２
組
の
朝
倉
隼
人
だ
。
中
学
ま
で
北
海
道
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
親
の
都

合
で
埼
玉
に
来
た
ん
だ
。
村
沢
く
ん
は
ど
う
し
て
こ
の
学
校
に
？
」

村
沢
「
薫
で
い
い
よ
。
二
階
堂
さ
ん
は
中
学
の
頃
の
先
輩
で
ね
、
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
て
来
た
ん
だ
。
バ
ス
ケ
部
に
入
る
つ
も
り
な
ら
、
一
緒
に
体
育
館
に
行
こ
う

ぜ
」

朝
倉
「
あ
あ
、
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な
、
薫
。
俺
は
隼
人
で
い
い

よ
」

村
沢
「
分
か
っ
た
。
よ
ろ
し
く
、
隼
人
」
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入
部

体
育
館
に
向
か
っ
て
歩
く
朝
倉
と
村
沢
。
大
男
が
並
ん
で
歩
く
の
で
、
反
対
方

向
か
ら
来
る
新
入
生
は
道
を
あ
け
る
よ
う
に
避
け
て
し
ま
う
。

田
中
「
隼
人
く
ん
！
」

背
後
か
ら
何
者
か
が
朝
倉
の
肩
を
叩
く
。
朝
倉
と
村
沢
が
振
り
向
く
と
、
ポ
ニ

ー
テ
ー
ル
の
女
子
生
徒
が
立
っ
て
い
た
。

田
中
「
久
し
ぶ
り
ね
」

朝
倉
「
あ
っ
！
お
前
、
も
し
か
し
て
保
奈
美
か
！
？
」

田
中
「
う
ん
。
小
学
校
の
卒
業
式
以
来
ね
」

村
沢
「
隼
人
、
こ
の
美
人
さ
ん
は
？
」

朝
倉
「
あ
あ
、
俺
の
幼
な
じ
み
の
田
中
保
奈
美
だ
。
そ
っ
か
、
確
か
中
学
か
ら

埼
玉
に
行
く
っ
て
話
だ
っ
た
な
」

田
中
「
ふ
ふ
っ
、
入
学
式
で
隼
人
く
ん
を
見
た
時
は
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
。

け
ど
昔
と
変
わ
ら
ず
大
き
い
か
ら
す
ぐ
分
か
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
」

村
沢
「
村
沢
薫
で
す
。
よ
ろ
し
く
、
田
中
さ
ん
」

田
中
「
あ
っ
、
田
中
保
奈
美
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

朝
倉
「
悪
い
な
、
保
奈
美
。
俺
た
ち
、
こ
れ
か
ら
体
育
館
に
行
く
ん
だ
。
話
は

ま
た
明
日
な
」

田
中
「
そ
う
言
う
と
思
っ
た
。
バ
ス
ケ
部
に
入
部
す
る
ん
で
し
ょ
？
じ
ゃ
あ
、

私
も
一
緒
に
行
く
」

朝
倉
「
は
？
」
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田
中
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
朝
倉
。

田
中
「
私
、
バ
ス
ケ
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
る
か
ら
」

朝
倉
「
…
は
？
」

田
中
「
さ
さ
っ
、
早
く
体
育
館
に
行
こ
う
よ
。
先
輩
た
ち
に
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
よ
」

朝
倉
「
お
、
お
い
…
！
待
て
っ
て
…
！
」

朝
倉
と
村
沢
は
田
中
に
押
さ
れ
て
体
育
館
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
３
人
は
体

育
館
に
や
っ
て
来
た
。
も
う
ほ
と
ん
ど
の
新
入
部
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。

朝
倉
「
も
う
結
構
集
ま
っ
て
い
る
み
た
い
だ
な
」

村
沢
「
あ
あ
、
い
い
雰
囲
気
だ
」

田
中
「
ふ
ふ
っ
、
楽
し
み
だ
ね
」

そ
こ
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
二
階
堂
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
相
川
が
や
っ
て
来
た
。

二
階
堂
「
お
う
、
二
階
堂
。
遅
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」

相
川
「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
村
沢
。
歓
迎
す
る
よ
」

村
沢
「
キ
ャ
プ
テ
ン
、
相
川
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ま
た
お
世
話
に
な
り

ま
す
」

朝
倉
と
田
中
は
二
階
堂
を
見
て
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
。
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朝
倉
（
で
、
で
け
え
…
。
２
ｍ
は
あ
る
ん
じ
ゃ
ね
え
か
…
）

二
階
堂
「
ん
？
お
前
も
新
入
生
か
？
身
長
は
村
沢
よ
り
あ
る
が
…
。
中
学
は
ど

こ
出
身
だ
？
」

朝
倉
「
は
、
は
い
！
北
海
道
の
花
隈
中
学
出
身
で
す
！
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！
」

二
階
堂
「
ん
、
期
待
し
て
る
ぞ
」

二
階
堂
の
視
線
が
田
中
に
移
る
。

二
階
堂
「
村
沢
、
こ
の
娘
は
？
」

村
沢
「
朝
倉
の
幼
な
じ
み
で
す
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
希
望
で
す
っ
て
」

田
中
「
は
、
初
め
ま
し
て
！
田
中
保
奈
美
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

二
階
堂
「
あ
あ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ら
大
歓
迎
だ
。
よ
ろ
し
く
、
田
中
さ
ん
」

二
階
堂
が
手
を
叩
く
。

二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
新
入
部
員
は
全
員
並
べ
！
」

一
列
に
並
ぶ
新
入
部
員
た
ち
。
前
に
は
二
階
堂
、
相
川
が
立
っ
て
い
る
。

二
階
堂
「
キ
ャ
プ
テ
ン
の
二
階
堂
剛
士
だ
。
ま
ず
は
じ
め
に
言
っ
て
お
く
。
ウ

チ
は
本
気
で
全
国
制
覇
を
目
指
し
て
い
る
。
半
端
な
者
は
い
ら
ん
。
し
っ
か
り

つ
い
て
き
て
く
れ
」
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相
川
「
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
相
川
で
す
。
全
国
に
行
く
に
は
君
た
ち
の
力
が
必
要

だ
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」

二
階
堂
「
じ
ゃ
あ
ま
ず
は
お
前
た
ち
の
力
を
見
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
俺
た
ち

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
お
前
た
ち
新
入
部
員
で
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
と
思
う
。
各
自
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
、
ゲ
ー
ム
に
出
る
者
は
ビ
ブ
ス
を
受
け
取
る
よ
う
に
」

相
川
「
田
中
さ
ん
、
こ
こ
に
名
前
書
い
て
る
人
に
ビ
ブ
ス
を
配
っ
て
く
れ
る
か

い
？
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
赤
、
新
入
部
員
は
緑
で
」

田
中
「
は
い
！
」

各
自
ス
ト
レ
ッ
チ
を
終
え
、
田
中
か
ら
ビ
ブ
ス
が
配
ら
れ
る
。

田
中
「
は
い
、
隼
人
く
ん
に
村
沢
く
ん
」

村
沢
「
あ
り
が
と
う
」

朝
倉
「
え
？
俺
、
ゲ
ー
ム
に
出
る
の
？
」

田
中
「
う
ん
。
頑
張
っ
て
ね
」

朝
倉
「
あ
、
あ
あ
…
」

村
沢
「
ま
さ
か
い
き
な
り
隼
人
と
一
緒
に
プ
レ
ー
で
き
る
と
は
ね
」

朝
倉
「
そ
う
だ
な
。
よ
ろ
し
く
頼
む
な
、
薫
」

同
じ
ゲ
ー
ム
に
出
る
他
の
１
年
生
も
集
ま
っ
た
。

原
口
「
僕
は
原
口
亮
介
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
」

大
栄
「
大
栄
圭
一
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

若
菜
「
若
菜
伊
織
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
頑
張
ろ
う
ぜ
」

朝
倉
「
あ
っ
、
俺
は
朝
倉
隼
人
。
や
る
か
ら
に
は
絶
対
勝
と
う
な
」

村
沢
「
村
沢
薫
で
す
。
よ
ろ
し
く
」
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大
栄
「
知
っ
て
る
よ
、
有
名
人
」

若
菜
「
ま
さ
か
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
人
間
と
同
じ
学
校
に
な
る
と
は
な
」

朝
倉
「
ち
ゅ
、
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
！
？
」

朝
倉
が
村
沢
に
目
を
向
け
る
。
微
笑
む
村
沢
。

朝
倉
（
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
…
。
そ
ん
な
す
ご
い
奴
だ
っ
た
の
か
…
）

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
始
め
ま
す
！
」

両
軍
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
合
わ
せ
る
。
二
階
堂
が
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
。

村
沢
「
隼
人
、
君
が
い
き
な
よ
」

朝
倉
「
え
？
で
も
…
」

村
沢
「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
。
君
は
俺
よ
り
で
か
い
し
、
実
力
を
見
て
み
た
い

ん
だ
」

朝
倉
「
…
分
か
っ
た
」

朝
倉
も
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
る
。
他
の
８
人
が
サ
ー
ク
ル
を
囲
っ
た
。
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二
階
堂
「
朝
倉
、
遠
慮
は
い
ら
ん
。
全
力
で
か
か
っ
て
来
い
」

朝
倉
「
…
は
い
！
」
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激
突
！
レ
ギ
ュ
ラ
ー
Ｖ
Ｓ
新
入
生

審
判
が
ボ
ー
ル
を
ト
ス
。
二
階
堂
と
朝
倉
が
跳
ん
だ
。

朝
倉
「
お
っ
…
！
」

二
階
堂
「
む
！
？
」

村
沢
「
…
…
…
！
！
！
」

周
囲
が
驚
く
。

「
お
お
お
お
お
！
」

「
高
ー
ー
ー
ー
ー
い
！
」

バ
シ
イ
！

ジ
ャ
ン
プ
ボ
ー
ル
は
二
階
堂
が
僅
か
に
競
り
勝
ち
、
如
月
が
ボ
ー
ル
を
拾
っ
た
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
で
試
合
開
始
。

如
月
「
あ
の
１
年
、
な
ん
て
ジ
ャ
ン
プ
し
や
が
る
…
」

金
村
「
二
階
堂
さ
ん
と
ほ
ぼ
互
角
か
よ
…
」

二
階
堂
（
朝
倉
隼
人
か
…
）
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赤
ビ
ブ
ス

４
．
二
階
堂
剛
士
（
Ｃ
）
／
３
年
／
１
９
７
ｃ
ｍ

５
．
相
川
修
一
（
Ｓ
Ｆ
）
／
３
年
／
１
７
７
ｃ
ｍ

６
．
金
村
徹
平
（
Ｐ
Ｇ
）
／
２
年
／
１
６
７
ｃ
ｍ

７
．
如
月
慧
（
Ｓ
Ｇ
）
／
３
年
／
１
８
４
ｃ
ｍ

８
．
塚
間
健
（
Ｐ
Ｆ
）
／
３
年
／
１
８
４
ｃ
ｍ

緑
ビ
ブ
ス

４
．
村
沢
薫
（
Ｐ
Ｆ
）
／
１
年
／
１
８
８
ｃ
ｍ

５
．
大
栄
圭
一
（
Ｐ
Ｇ
）
／
１
年
／
１
７
０
ｃ
ｍ

６
．
原
口
亮
介
（
Ｓ
Ｇ
）
／
１
年
／
１
７
６
ｃ
ｍ

７
．
若
菜
伊
織
（
Ｓ
Ｆ
）
／
１
年
／
１
７
８
ｃ
ｍ

８
．
朝
倉
隼
人
（
Ｃ
）
／
１
年
／
１
９
０
ｃ
ｍ

ボ
ー
ル
は
如
月
か
ら
金
村
へ
。
村
沢
が
朝
倉
に
声
を
か
け
る
。

村
沢
「
驚
い
た
よ
。
す
ご
い
ジ
ャ
ン
プ
力
だ
な
」

朝
倉
「
い
や
、
大
し
た
こ
と
な
い
よ
。
そ
れ
よ
り
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
だ
ぞ
」

村
沢
「
あ
あ
」

（
隼
人
、
彼
と
な
ら
本
当
に
…
）

金
村
が
ゆ
っ
く
り
と
ボ
ー
ル
を
つ
い
て
い
る
。
目
の
前
に
立
つ
の
は
大
栄
。

大
栄
（
金
村
さ
ん
…
。
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｐ
Ｇ
…
）

金
村
「
行
く
ぜ
、
１
年
」
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金
村
、
カ
ッ
ト
イ
ン
！
大
栄
を
あ
っ
さ
り
抜
い
た
。

大
栄
（
は
、
速
す
ぎ
…
！
）

気
が
つ
い
た
ら
ゴ
ー
ル
下
。
朝
倉
が
前
に
出
て
く
る
。

ス
ッ

金
村
、
フ
リ
ー
の
二
階
堂
へ
パ
ス
。
二
階
堂
は
冷
静
に
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
。

バ
ス
！

「
お
お
お
お
お
！
金
村
！
」

「
キ
ャ
プ
テ
ン
！
ナ
イ
ッ
シ
ュ
！
」

バ
チ
ン
！

静
か
に
手
を
叩
く
二
階
堂
と
金
村
。
そ
し
て
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
入
る
。
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二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
！
」

「
お
う
！
！
！
」

朝
倉
が
ボ
ー
ル
を
拾
う
。

大
栄
「
ご
、
ご
め
ん
…
」

村
沢
「
ド
ン
マ
イ
。
次
は
オ
フ
ェ
ン
ス
だ
」

１
年
チ
ー
ム
の
攻
撃
。
大
栄
が
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
。

金
村
「
来
い
や
、
１
年
」

大
栄
（
朝
倉
で
い
く
か
？
い
や
、
ま
ず
は
や
っ
ぱ
り
…
）

大
栄
、
ハ
イ
ポ
ス
ト
付
近
へ
パ
ス
。
ボ
ー
ル
は
村
沢
に
渡
っ
た
。

「
村
沢
！
」

「
村
沢
だ
！
」

村
沢
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
瞬
間
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
の
目
つ
き
が
変
わ
っ
た
。

如
月
（
村
沢
…
）

二
階
堂
（
成
長
し
た
と
こ
ろ
を
見
せ
て
み
ろ
、
村
沢
）
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村
沢
、
ド
ラ
イ
ブ
！
こ
ち
ら
も
あ
っ
さ
り
塚
間
を
抜
い
た
。

塚
間
（
え
…
！
？
）

朝
倉
「
…
…
…
！
！
！
」

相
川
が
ヘ
ル
プ
に
入
る
。
村
沢
は
こ
れ
も
抜
い
て
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
。

ザ
シ
ュ
！

「
村
沢
！
い
き
な
り
決
め
た
ぞ
！
」

「
相
川
さ
ん
と
塚
間
さ
ん
を
相
手
に
！
」

如
月
「
二
階
堂
、
お
前
の
言
っ
て
た
通
り
だ
。
本
物
だ
な
、
奴
は
」

二
階
堂
「
ふ
っ
、
ま
だ
ま
だ
。
あ
い
つ
は
あ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
？
」

朝
倉
は
村
沢
の
プ
レ
ー
を
見
て
鳥
肌
が
立
っ
て
い
た
。

朝
倉
（
薫
…
。
こ
れ
が
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
実
力
…
。
こ
い
つ
と
３
年
間
、
一
緒
の

学
校
で
プ
レ
ー
で
き
る
な
ん
て
…
！
）



15

Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
４
 

静
南
高
校
監
督

試
合
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇
る
二
階
堂
、
如
月
、
金
村
を
擁

す
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム
の
優
勢
で
進
ん
だ
。
１
年
チ
ー
ム
も
村
沢
の
奮
闘
で

得
点
を
重
ね
る
が
、
チ
ー
ム
力
の
差
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

前
半
終
了

赤
 

２
７

緑
 

１
４

緑
ベ
ン
チ

村
沢
「
ふ
う
ぅ
、
強
い
な
」

朝
倉
は
頭
か
ら
タ
オ
ル
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

朝
倉
（
く
そ
っ
、
ま
る
で
歯
が
立
た
な
か
っ
た
…
）

朝
倉
に
ド
リ
ン
ク
を
差
し
出
す
村
沢
。

村
沢
「
隼
人
、
気
に
す
る
な
。
む
し
ろ
君
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
相
手
に
よ
く
や
っ

て
る
よ
」
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朝
倉
「
薫
…
」

村
沢
「
後
半
、
絶
対
巻
き
返
そ
う
な
」

朝
倉
「
お
う
！
」

赤
ベ
ン
チ

如
月
「
ど
う
だ
、
二
階
堂
。
あ
の
朝
倉
は
」

二
階
堂
「
ま
だ
荒
削
り
で
は
あ
る
が
、
い
い
選
手
だ
。
パ
ワ
ー
も
あ
る
。
鍛
え

れ
ば
化
け
る
ぞ
、
あ
れ
は
」

如
月
「
へ
ぇ
、
お
前
に
そ
こ
ま
で
言
わ
せ
る
と
は
な
。
楽
し
み
な
１
年
だ
」

金
村
「
あ
の
村
沢
も
や
っ
ぱ
り
バ
ケ
モ
ン
っ
す
ね
。
１
０
分
で
１
０
得
点
」

如
月
「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
。
後
半
は
俺
が
直
接
つ
い
て
や
る
よ
」

二
階
堂
「
い
い
か
、
お
前
ら
！
相
手
は
１
年
、
負
け
た
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
５
０
週

だ
！
全
力
で
叩
き
潰
す
ぞ
！
」

「
お
う
！
！
！
」

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
後
半
始
め
ま
す
！
」

両
軍
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ト
に
入
る
。

ガ
ラ
ガ
ラ
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そ
の
時
、
体
育
館
の
扉
が
開
い
た
。

室
井
「
お
～
う
、
や
っ
て
る
な
」

一
斉
に
頭
を
下
げ
る
部
員
た
ち
。

「
チ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ス
！
」

２
年
生
が
１
年
生
に
声
を
か
け
る
。

「
監
督
の
室
井
先
生
だ
。
挨
拶
し
て
！
」

「
チ
ュ
、
チ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ス
！
」

ゆ
っ
く
り
と
ベ
ン
チ
に
向
か
う
室
井
。
二
階
堂
が
室
井
に
駆
け
寄
る
。

二
階
堂
「
先
生
、
ま
た
釣
り
で
す
か
？
今
日
だ
け
は
遅
れ
る
な
と
あ
れ
ほ
ど
…
」

室
井
「
す
ま
ん
す
ま
ん
、
大
物
が
か
か
っ
て
熱
く
な
っ
ち
ま
っ
た
。
逃
げ
ら
れ

た
け
ど
な
。
は
っ
は
っ
は
！
」

二
階
堂
「
っ
た
く
…
」

二
階
堂
が
仕
切
り
直
し
と
手
を
叩
く
。
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二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
後
半
始
め
る
ぞ
！
」

ベ
ン
チ
に
腰
か
け
る
室
井
。

室
井
「
さ
～
て
、
じ
っ
く
り
見
さ
せ
て
も
ら
う
か
な
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
５
 

熱
戦

後
半
開
始
。
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
。

ザ
シ
ュ
！

「
お
お
お
お
お
！
如
月
さ
ん
！
」

「
今
日
３
本
目
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
！
」

バ
ス
！

「
１
年
チ
ー
ム
も
返
し
た
！
」

「
村
沢
も
す
げ
え
！
ナ
イ
ス
パ
ス
だ
！
」

ド
ガ
ァ
！
！
！

「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
！
キ
ャ
プ
テ
ン
の
ダ
ン
ク
！
」

「
朝
倉
を
ふ
っ
飛
ば
し
た
！
バ
ス
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
！
」

残
り
時
間
３
分

赤
 

４
１

緑
 

２
６



20

１
年
チ
ー
ム
の
攻
撃
。
朝
倉
に
ボ
ー
ル
が
入
る
。

二
階
堂
「
来
い
、
朝
倉
！
」

朝
倉
、
高
速
ス
ピ
ン
タ
ー
ン
。
二
階
堂
を
振
り
切
る
。

田
中
「
や
っ
た
！
」

室
井
「
や
る
な
。
だ
が
…
」

朝
倉
、
シ
ュ
ー
ト
へ
。
そ
こ
へ
二
階
堂
が
跳
ん
で
き
た
。

朝
倉
「
げ
っ
…
！
」

二
階
堂
「
甘
い
わ
！
」

バ
シ
イ
！

二
階
堂
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
炸
裂
。
金
村
が
ボ
ー
ル
を
拾
い
、
ゴ
ー
ル
に
駆
け
あ
が

る
。

室
井
（
ス
ピ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
は
上
々
だ
。
あ
と
は
経
験
か
…
）
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バ
ス
！

金
村
の
ワ
ン
マ
ン
速
攻
が
決
ま
る
。

朝
倉
「
く
そ
っ
…
」

膝
に
手
を
や
り
、
頭
を
下
げ
る
朝
倉
。

田
中
「
隼
人
く
ん
！
」

田
中
が
突
然
大
声
を
出
す
。
部
員
た
ち
の
視
線
が
田
中
に
集
ま
る
。

田
中
「
負
け
な
い
で
！
」

朝
倉
が
頭
を
上
げ
る
。
そ
し
て
、
田
中
に
向
か
っ
て
小
さ
く
拳
を
握
る
。

朝
倉
「
分
か
っ
た
ぜ
、
保
奈
美
。
絶
対
勝
つ
！
」

そ
の
時
、
体
育
館
を
歓
声
が
包
ん
だ
。
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「
ヒ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
！
」

「
お
い
お
い
お
い
！
２
人
は
公
認
の
仲
か
？
」

朝
倉
と
田
中
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
頬
を
赤
く
染
め
る
。
村
沢
が
朝
倉
の
尻
を
叩

い
た
。

村
沢
「
か
っ
こ
悪
い
と
こ
ろ
は
見
せ
ら
れ
な
い
な
、
隼
人
」

朝
倉
「
お
、
お
う
！
」

二
階
堂
（
俺
の
立
場
は
…
）

１
年
チ
ー
ム
の
攻
撃
。
大
栄
が
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
。

大
栄
（
こ
れ
以
上
離
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ん
と
か
村
沢
に
…
）

バ
シ
イ
！

大
栄
「
あ
っ
…
！
」

金
村
「
よ
そ
見
し
て
ん
じ
ゃ
ね
え
！
」

金
村
の
ス
テ
ィ
ー
ル
が
炸
裂
。
如
月
が
走
る
。
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如
月
「
金
村
！
」

金
村
「
は
い
よ
！
」

金
村
、
前
方
へ
大
き
な
パ
ス
。
し
か
し
、
村
沢
が
追
っ
て
い
る
。

「
村
沢
！
」

「
速
い
！
よ
く
戻
っ
て
い
た
！
」

如
月
、
急
ス
ト
ッ
プ
。

村
沢
「
…
…
…
！
！
！
」

村
沢
は
全
力
で
追
っ
て
い
た
た
め
ス
ト
ッ
プ
が
利
か
な
い
。
如
月
、
ミ
ド
ル
レ

ン
ジ
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
。

村
沢
「
く
っ
…
！
」

村
沢
が
懸
命
に
手
を
伸
ば
す
。

チ
ッ
！
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村
沢
の
指
先
に
ボ
ー
ル
が
当
た
り
、
軌
道
が
変
わ
る
。

如
月
「
な
に
！
？
」

（
触
り
や
が
っ
た
…
！
）

室
井
（
か
な
り
の
脚
力
だ
な
。
あ
そ
こ
か
ら
触
れ
る
と
は
）

如
月
が
叫
ぶ
。

如
月
「
外
れ
る
！
リ
バ
ウ
ン
ド
！
」

二
階
堂
「
お
う
！
」

ガ
シ
イ
！

二
階
堂
「
…
…
…
！
？
」

室
井
「
…
…
…
！
！
！
」

朝
倉
、
完
璧
な
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ウ
ト
。
二
階
堂
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
渡
さ
な
い
。
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ガ
ン
！

ボ
ー
ル
が
リ
ン
グ
で
跳
ね
る
。
朝
倉
と
二
階
堂
が
跳
ん
だ
。

バ
シ
イ
！

朝
倉
「
お
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

「
お
お
お
お
お
！
」

「
朝
倉
！
ナ
イ
ス
リ
バ
ン
！
」

田
中
「
隼
人
く
ん
！
」

二
階
堂
（
こ
い
つ
…
！
）

村
沢
「
隼
人
！
」

朝
倉
、
前
方
の
村
沢
へ
剛
速
球
パ
ス
。
村
沢
は
完
全
に
ノ
ー
マ
ー
ク
。

朝
倉
「
行
け
え
！
」

ド
ガ
ァ
！
！
！
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「
う
お
お
お
お
お
！
ダ
ン
ク
だ
！
」

「
ぶ
ち
か
ま
し
た
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

朝
倉
・
村
沢
「
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

バ
チ
ン
！

朝
倉
と
村
沢
の
力
強
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
。

村
沢
「
さ
あ
！
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
だ
！
１
本
止
め
る
ぞ
！
」

「
お
う
！
！
！
」

二
階
堂
、
相
川
、
如
月
が
思
わ
ず
微
笑
む
。

二
階
堂
「
ふ
っ
、
こ
い
つ
ら
…
」

相
川
「
心
強
い
じ
ゃ
な
い
か
」

如
月
「
あ
あ
」

室
井
も
同
じ
表
情
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
…
。

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！
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試
合
終
了

赤
 

４
８

緑
 

３
５

室
井
が
手
を
叩
い
て
コ
ー
ト
上
に
入
る
。

室
井
「
ナ
イ
ス
ゲ
ー
ム
！
見
応
え
の
あ
る
試
合
だ
っ
た
な
」

村
沢
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

村
沢
以
外
の
１
年
チ
ー
ム
は
口
を
開
く
気
力
も
な
い
。

如
月
「
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
悪
い
が
…
」

二
階
堂
「
負
け
た
チ
ー
ム
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
０
週
だ
。
行
っ
て
こ
い
！
」

原
口
「
え
え
っ
！
？
」

朝
倉
「
き
、
聞
い
て
な
い
で
す
よ
！
？
」

二
階
堂
「
お
前
ら
が
聞
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
さ
あ
、
行
け
！
１
０
週
追
加
す

る
ぞ
！
」

田
中
が
朝
倉
の
腕
を
引
っ
張
る
。

田
中
「
さ
あ
、
頑
張
っ
て
！
」

朝
倉
「
お
前
…
！
他
人
事
だ
と
思
っ
て
！
」

村
沢
「
は
は
は
っ
、
仕
方
な
い
さ
。
行
こ
う
ぜ
」
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朝
倉
「
く
そ
っ
…
」

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
向
か
う
５
人
。
ゲ
ー
ム
に
出
て
い
な
い
新
入
部
員
は
知
ら
ん
顔

し
て
い
る
。

二
階
堂
「
バ
カ
モ
ン
！
な
に
を
し
と
る
！
お
前
ら
も
だ
！
」

「
は
、
は
い
！
！
！
」

他
の
新
入
部
員
も
慌
て
て
体
育
館
を
出
る
。

室
井
「
嬉
し
そ
う
だ
な
、
二
階
堂
」

二
階
堂
「
先
生
こ
そ
」

朝
倉
と
村
沢
を
先
頭
に
走
っ
て
い
る
新
入
部
員
た
ち
。
朝
倉
が
悔
し
そ
う
に
大

声
を
出
す
。

朝
倉
「
く
っ
そ
～
！
次
は
絶
対
負
け
ね
え
ぞ
！
」

村
沢
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
、
必
ず
勝
つ
。
隼
人
と
な
ら
き
っ
と
…
！
）
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
６
 

食
堂
に
て

静
南
高
校
食
堂

朝
倉
「
う
め
～
！
や
っ
ぱ
食
堂
の
カ
ツ
丼
は
最
高
だ
ぜ
！
」

田
中
「
ほ
ら
、
シ
ャ
ツ
に
汚
れ
つ
い
ち
ゃ
っ
た
。
も
う
、
い
つ
ま
で
も
子
供
な

ん
だ
か
ら
」

食
堂
で
昼
食
を
と
っ
て
い
る
朝
倉
と
田
中
。
そ
こ
に
村
沢
と
大
栄
が
や
っ
て
来

た
。

村
沢
「
お
熱
い
と
こ
ろ
恐
縮
だ
け
ど
、
前
座
っ
て
い
い
か
い
？
」

朝
倉
「
お
お
、
薫
に
大
栄
。
も
ち
ろ
ん
い
い
ぞ
」

村
沢
と
大
栄
が
席
に
つ
く
。

大
栄
「
…
す
ご
い
食
欲
だ
ね
。
ラ
ー
メ
ン
に
カ
ツ
丼
に
サ
ン
マ
…
」

朝
倉
「
サ
ン
マ
１
匹
い
る
か
？
」

大
栄
「
い
や
、
遠
慮
し
と
く
よ
」

朝
倉
「
そ
う
そ
う
、
薫
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
」

箸
で
村
沢
を
指
す
朝
倉
。
田
中
が
朝
倉
の
手
を
叩
く
。
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田
中
「
も
う
！
箸
で
人
を
指
さ
な
い
！
」

村
沢
「
ま
あ
ま
あ
。
そ
れ
で
な
に
？
」

朝
倉
「
俺
た
ち
、
入
部
し
て
か
ら
２
週
間
経
っ
た
よ
な
？
で
、
ず
っ
と
気
に
な

っ
て
た
ん
だ
」

村
沢
「
う
ん
」

朝
倉
「
キ
ャ
プ
テ
ン
、
如
月
さ
ん
、
金
村
さ
ん
が
い
る
静
南
は
ど
う
し
て
ベ
ス

ト
８
止
ま
り
な
ん
だ
？
相
川
さ
ん
も
塚
間
さ
ん
も
足
を
引
っ
張
っ
て
る
よ
う
に

は
見
え
な
い
し
、
い
く
ら
ベ
ン
チ
層
が
薄
く
て
も
決
勝
リ
ー
グ
に
行
く
だ
け
の

実
力
は
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
さ
」

村
沢
と
大
栄
が
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

大
栄
「
…
そ
う
か
。
朝
倉
は
北
海
道
か
ら
来
た
ん
だ
っ
た
ね
」

村
沢
「
分
か
っ
た
、
説
明
し
よ
う
。
君
の
言
う
通
り
、
こ
の
静
南
は
他
校
に
比

べ
て
頭
一
つ
、
二
つ
は
抜
き
ん
出
て
る
。
い
や
、
全
国
で
も
勝
て
る
実
力
は
十

分
あ
る
だ
ろ
う
」

朝
倉
「
だ
ろ
？
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
か
？
」

村
沢
「
け
ど
、
そ
れ
は
他
県
だ
っ
た
ら
の
話
だ
」

朝
倉
「
…
…
…
！
？
」

村
沢
「
こ
の
埼
玉
に
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
校
が
３
校
あ
る
ん
だ
。

ま
ず
は
１
４
年
連
続
で
王
者
に
君
臨
す
る
東
王
。
超
高
校
級
Ｐ
Ｇ
の
帝
幸
雄
が

率
い
る
高
校
さ
。
名
実
と
も
に
埼
玉
Ｎ
ｏ
．
１
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
、
帝
と
い
う
そ

の
名
前
か
ら
“
皇
帝
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
」

朝
倉
「
東
王
…
。
去
年
の
冬
で
ウ
チ
が
負
け
た
と
こ
ろ
か
」

大
栄
「
次
に
こ
ち
ら
も
１
４
年
連
続
Ｎ
ｏ
．
２
の
翔
蘭
学
院
高
校
、
通
称
“
摩

天
楼
軍
団
”
。
去
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
ベ
ス
ト
４
の
成
績
を
残
し
た
東
王
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
ベ
ス
ト
８
。
当
時
の
ス
タ
メ
ン
は
全
員
２
年
生
で
、
今
年
は
去
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年
の
メ
ン
バ
ー
と
ま
っ
た
く
同
じ
。
ち
な
み
に
４
人
の
大
男
を
操
る
キ
ャ
プ
テ

ン
の
加
賀
美
総
吾
は
帝
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
Ｐ
Ｇ
さ
」

村
沢
「
そ
し
て
最
後
の
１
校
。
全
国
未
出
場
な
が
ら
埼
玉
２
強
を
倒
す
の
は
そ

こ
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
光
林
高
校
。
こ
こ
に
は
帝
、
加
賀
美
に
も
匹
敵

す
る
天
才
が
い
る
ん
だ
」

朝
倉
「
天
才
…
？
」

釣
り
を
し
て
い
る
室
井
。
片
手
に
は
携
帯
を
持
っ
て
い
る
。

室
井
「
ん
、
じ
ゃ
あ
そ
の
時
間
で
。
う
ん
、
は
い
よ
。
じ
ゃ
あ
な
～
、
か
っ
ち

ゃ
ん
」

室
井
が
電
話
を
切
っ
た
。
そ
の
表
情
は
ど
こ
か
楽
し
そ
う
で
あ
る
。
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練
習
試
合

朝
倉
「
ふ
ぃ
～
、
終
わ
っ
た
～
」

村
沢
「
お
疲
れ
、
隼
人
」

朝
倉
「
お
う
、
お
疲
れ
」

室
井
が
手
を
叩
く
。

室
井
「
疲
れ
て
る
と
こ
ろ
悪
い
が
、
全
員
集
ま
っ
て
く
れ
！
」

室
井
の
前
に
並
ぶ
部
員
た
ち
。
室
井
が
そ
れ
を
眺
め
る
。
総
数
２
８
人
。
新
入

生
の
数
は
最
初
の
半
分
に
も
満
た
な
い
。

室
井
「
う
～
ん
、
減
っ
た
な
ぁ
」

如
月
「
ま
あ
ま
あ
。
例
年
通
り
で
し
ょ
う
」

室
井
「
こ
の
調
子
じ
ゃ
あ
、
も
う
少
し
減
る
か
な
？
」

二
階
堂
「
そ
れ
で
先
生
、
話
が
あ
っ
た
の
で
は
？
」

室
井
「
お
う
。
来
週
の
土
曜
、
練
習
試
合
を
入
れ
と
い
た
」

朝
倉
（
試
合
…
！
）

金
村
「
先
生
、
相
手
は
ど
こ
で
す
か
？
」

室
井
「
光
林
高
校
」

村
沢
「
…
…
…
！
！
！
」

部
員
た
ち
の
顔
つ
き
が
変
わ
る
。
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「
光
林
…
」

「
埼
玉
３
強
の
一
角
…
」

ざ
わ
つ
く
部
員
た
ち
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
別
の
表
情
を
し
た
男
た
ち
が
い
た
。

金
村
「
お
も
し
れ
え
！
や
っ
ぱ
相
手
は
強
敵
じ
ゃ
ね
え
と
！
」

如
月
「
ふ
っ
、
違
い
ね
え
」

朝
倉
「
光
林
か
…
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
！
」

村
沢
「
楽
し
そ
う
だ
な
、
隼
人
」

二
階
堂
「
こ
れ
に
勝
っ
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
に
備
え
る
ぞ
！
」

室
井
も
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
う
。

室
井
（
さ
す
が
だ
な
、
こ
の
５
人
は
。
こ
の
調
子
な
ら
試
合
の
ほ
う
も
問
題
な

い
だ
ろ
う
。
あ
る
と
す
れ
ば
あ
の
男
か
…
。
如
月
と
村
沢
、
ど
っ
ち
を
マ
ッ
チ

ア
ッ
プ
さ
せ
る
か
…
）
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山
波
勇
輔

光
林
高
校

如
月
「
着
い
た
な
」

金
村
「
へ
へ
っ
、
初
試
合
っ
て
の
は
い
つ
も
気
合
い
が
入
る
も
ん
で
す
ね
」

二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
行
く
ぞ
！
」

「
お
う
！
！
！
」

体
育
館
で
は
光
林
の
選
手
た
ち
が
淡
々
と
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
。

佐
藤
「
そ
ろ
そ
ろ
来
る
頃
か
？
」

球
磨
川
「
…
…
…
」

ガ
ラ
ガ
ラ

「
チ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ス
！
」

静
南
高
校
が
体
育
館
入
り
を
果
た
し
た
。

佐
藤
「
来
た
か
」

球
磨
川
（
二
階
堂
…
！
）
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室
井
が
辺
り
を
見
渡
す
。

朝
倉
「
先
生
、
ど
う
か
し
た
ん
す
か
？
」

室
井
「
い
や
…
」

井
上
「
鉄
！
」

背
後
か
ら
声
。
室
井
が
振
り
向
く
。

室
井
「
か
っ
ち
ゃ
ん
！
」

井
上
「
来
て
く
れ
た
か
！
」

拳
を
ぶ
つ
け
る
２
人
。

室
井
・
井
上
「
い
え
～
い
！
」

そ
の
様
子
を
呆
然
と
眺
め
る
選
手
た
ち
。

原
口
「
な
に
、
あ
れ
…
」

朝
倉
「
知
ら
ん
…
」

相
川
「
は
は
っ
、
あ
の
人
た
ち
は
い
つ
も
あ
ん
な
調
子
さ
。
な
ん
で
も
中
学
の

頃
か
ら
の
親
友
だ
と
か
」
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村
沢
「
こ
っ
ち
は
こ
っ
ち
で
す
ご
い
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
よ
」

相
川
「
ん
？
」

相
川
の
視
線
の
先
に
は
二
階
堂
と
光
林
高
校
キ
ャ
プ
テ
ン
の
球
磨
川
が
向
か
い

合
っ
て
い
る
。

二
階
堂
「
久
し
ぶ
り
だ
な
、
球
磨
川
よ
」

球
磨
川
「
お
う
、
二
階
堂
。
相
変
わ
ら
ず
ゴ
リ
ラ
み
た
い
な
面
し
て
る
じ
ゃ
な

い
か
」

二
階
堂
「
誰
が
ゴ
リ
ラ
だ
！
お
前
に
言
わ
れ
た
く
な
い
わ
！
」

球
磨
川
「
な
に
！
？
」

両
者
の
間
に
火
花
が
散
る
。
２
ｍ
ク
ラ
ス
の
睨
み
合
い
に
誰
も
近
づ
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

村
沢
「
な
ん
か
い
き
な
り
殴
り
か
か
り
そ
う
な
雰
囲
気
で
す
け
ど
…
」

相
川
「
心
配
な
い
さ
。
あ
い
つ
ら
は
高
１
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
だ
が
、
心
の
底
で

は
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
い
る
か
ら
」

田
中
（
キ
ャ
プ
テ
ン
も
あ
の
人
も
本
当
に
高
校
生
か
し
ら
…
）

そ
の
時
、
佐
藤
が
相
川
に
近
づ
い
て
き
た
。

佐
藤
「
よ
う
、
相
川
。
去
年
の
冬
以
来
か
」

相
川
「
佐
藤
じ
ゃ
な
い
か
！
元
気
だ
っ
た
か
？
」
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佐
藤
「
あ
あ
。
村
沢
も
久
し
い
な
」

村
沢
「
ご
無
沙
汰
し
て
ま
す
、
佐
藤
さ
ん
」

相
川
「
佐
藤
、
ウ
チ
に
は
村
沢
の
他
に
ま
だ
す
ご
い
奴
が
い
る
ぜ
。
今
日
は
絶

対
勝
た
せ
て
も
ら
う
か
ら
な
」

佐
藤
「
ふ
っ
、
の
ぞ
む
と
こ
ろ
だ
」

握
手
を
交
わ
し
て
別
れ
る
２
人
。

朝
倉
「
相
川
さ
ん
、
今
の
人
は
？
」

相
川
「
あ
い
つ
は
佐
藤
。
俺
と
二
階
堂
、
村
沢
と
同
じ
中
学
出
身
だ
」

朝
倉
「
へ
ぇ
～
。
と
こ
ろ
で
相
川
さ
ん
、
光
林
の
天
才
プ
レ
イ
ヤ
ー
っ
て
ど
い

つ
で
す
か
？
」

相
川
「
ん
？
そ
う
い
え
ば
ま
だ
見
か
け
な
い
な
…
」

ガ
ラ
ガ
ラ

再
び
体
育
館
の
扉
が
開
い
た
。
長
髪
で
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
派
手
な
格
好
を

し
た
大
男
が
や
っ
て
来
た
。

朝
倉
「
薫
、
ま
さ
か
あ
い
つ
が
…
」

村
沢
「
あ
あ
。
あ
の
人
が
光
林
が
誇
る
天
才
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
山
波
勇
輔
だ
…
！
」

山
波
「
来
ち
ゃ
っ
た
。
ヒ
マ
だ
っ
た
ん
で
」



38

Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
９
 

デ
ビ
ュ
ー
戦

山
波
「
お
っ
、
今
日
の
相
手
は
静
南
か
。
楽
し
め
そ
う
だ
な
」

山
波
に
歩
み
寄
る
球
磨
川
。

山
波
「
あ
っ
、
球
磨
川
…
」

ゴ
ツ
ン
！
！
！

球
磨
川
の
げ
ん
こ
つ
が
炸
裂
し
た
。

山
波
「
痛
ー
ー
ー
ー
ー
っ
！
」

球
磨
川
「
山
波
！
二
日
も
練
習
を
無
断
で
休
み
や
が
っ
て
！
予
選
も
近
い
ん
だ

ぞ
！
気
合
い
入
れ
ろ
、
気
合
い
を
！
」

頭
を
お
さ
え
、
う
ず
く
ま
る
山
波
。

山
波
「
球
磨
川
さ
ん
…
。
だ
か
ら
言
っ
て
る
で
し
ょ
！
俺
は
気
の
向
い
た
時
に

し
か
顔
を
出
さ
な
い
っ
て
！
」

球
磨
川
「
開
き
直
る
な
！
」
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ゴ
ツ
ン
！
！
！

井
上
「
球
磨
川
、
そ
の
へ
ん
に
し
と
け
。
元
々
そ
う
い
う
約
束
だ
っ
た
ん
だ
。

こ
い
つ
が
ウ
チ
に
来
る
た
め
の
」

球
磨
川
「
先
生
、
し
か
し
…
！
」

井
上
「
急
い
で
ア
ッ
プ
し
ろ
。
す
ぐ
試
合
だ
ぞ
」

山
波
「
了
解
っ
す
！
」

柔
軟
体
操
を
始
め
る
山
波
。
朝
倉
は
そ
の
様
子
を
眺
め
て
い
る
。

朝
倉
「
ず
い
ぶ
ん
と
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
し
た
奴
だ
な
」

村
沢
「
あ
あ
。
県
内
で
も
山
波
の
練
習
嫌
い
は
有
名
だ
か
ら
ね
。
だ
が
…
」

朝
倉
「
ん
？
」

村
沢
「
彼
は
あ
あ
見
え
て
コ
ー
ト
に
入
っ
た
時
、
人
が
変
わ
る
」

試
合
開
始
５
分
前
。
室
井
が
選
手
を
集
め
る
。

室
井
「
ス
タ
メ
ン
を
発
表
す
る
。
二
階
堂
、
如
月
、
金
村
、
村
沢
、
朝
倉
だ
」

朝
倉
「
…
…
…
！
！
！
」

村
沢
「
さ
あ
、
し
っ
か
り
戦
っ
て
こ
い
」

朝
倉
は
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
る
。
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朝
倉
（
ス
タ
メ
ン
…
。
い
き
な
り
俺
が
…
）

田
中
「
隼
人
く
ん
、
も
し
か
し
て
ビ
ビ
っ
て
る
？
」

朝
倉
「
だ
、
誰
が
…
！
」

村
沢
が
朝
倉
の
尻
を
叩
い
た
。

朝
倉
「
薫
…
？
」

村
沢
「
ほ
ら
、
こ
っ
ち
見
て
る
ぞ
」

朝
倉
「
…
…
…
！
？
」

村
沢
の
視
線
の
先
に
は
山
波
の
姿
が
。
朝
倉
と
村
沢
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。

朝
倉
「
…
…
…
」

村
沢
「
…
…
…
」

山
波
「
…
…
…
」

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
始
め
ま
す
！
」
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両
軍
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ト
に
入
る
。
朝
倉
と
村
沢
に
手
を
差
し
出
す
山
波
。
そ

の
手
を
握
る
朝
倉
と
村
沢
。

山
波
「
よ
ろ
し
く
」

村
沢
「
は
い
」

朝
倉
「
…
…
…
」

朝
倉
は
握
手
し
た
瞬
間
、
山
波
か
ら
他
の
選
手
と
は
違
う
空
気
を
感
じ
取
っ
て

い
た
。

山
波
「
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
村
沢
は
分
か
る
が
、
お
前
も
１
年
か
？
練
習
試
合
と
は

い
え
、
い
き
な
り
ス
タ
メ
ン
と
は
な
」

朝
倉
「
そ
ん
な
こ
と
…
」

山
波
「
で
も
…
」

朝
倉
「
…
…
…
？
」

山
波
「
今
日
は
努
力
で
は
埋
ま
ら
な
い
絶
対
的
な
差
を
見
せ
つ
け
て
や
る
よ
」

朝
倉
「
…
…
…
！
！
！
」

村
沢
「
…
…
…
」
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一
人
舞
台

二
階
堂
と
球
磨
川
が
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
。

二
階
堂
「
手
加
減
せ
ん
ぞ
、
球
磨
川
」

球
磨
川
「
勝
負
だ
、
二
階
堂
」

審
判
が
ボ
ー
ル
を
ト
ス
。
二
階
堂
と
球
磨
川
が
跳
ん
だ
。

バ
シ
イ
！

セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ン
プ
は
互
角
。
ボ
ー
ル
を
拾
っ
た
の
は
金
村
。
静
南
ボ
ー
ル
で

試
合
開
始
。

静
南
高
校

４
．
二
階
堂
剛
士
（
Ｃ
）
／
３
年
／
１
９
８
ｃ
ｍ

６
．
金
村
徹
平
（
Ｐ
Ｇ
）
／
２
年
／
１
６
８
ｃ
ｍ

７
．
如
月
慧
（
Ｓ
Ｇ
）
／
３
年
／
１
８
４
ｃ
ｍ

１
６
．
村
沢
薫
（
Ｓ
Ｆ
）
／
１
年
／
１
８
８
ｃ
ｍ

１
８
．
朝
倉
隼
人
（
Ｐ
Ｆ
）
／
１
年
／
１
９
０
ｃ
ｍ

光
林
高
校

４
．
球
磨
川
清
春
（
Ｃ
）
／
３
年
／
２
０
０
ｃ
ｍ
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５
．
佐
藤
貴
史
（
Ｐ
Ｆ
）
／
３
年
／
１
８
１
ｃ
ｍ

９
．
山
波
勇
輔
（
Ｓ
Ｆ
）
／
２
年
／
１
９
３
ｃ
ｍ

１
０
．
片
岡
拓
郎
（
Ｓ
Ｇ
）
／
２
年
／
１
７
５
ｃ
ｍ

１
１
．
吹
田
一
樹
（
Ｐ
Ｇ
）
／
２
年
／
１
７
２
ｃ
ｍ

金
村
「
よ
し
！
」

金
村
、
い
き
な
り
前
方
へ
大
き
な
パ
ス
。
如
月
が
ボ
ー
ル
を
受
け
、
そ
の
ま
ま

駆
け
上
が
る
。

バ
シ
イ
！

如
月
「
な
に
！
？
」

背
後
か
ら
山
波
の
ス
テ
ィ
ー
ル
が
炸
裂
。
吹
田
が
ボ
ー
ル
を
拾
う
。

吹
田
「
Ｏ
Ｋ
、
山
波
。
さ
あ
、
一
本
行
こ
う
！
」

光
林
の
攻
撃
。
ま
ず
は
全
員
が
ボ
ー
ル
に
触
る
。
２
４
秒
タ
イ
マ
ー
残
り
１
０

秒
。
ボ
ー
ル
が
山
波
に
渡
っ
た
。
マ
ッ
チ
ア
ッ
プ
は
村
沢
。

山
波
「
お
前
が
俺
に
つ
く
の
か
。
大
役
だ
な
」
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村
沢
「
…
…
…
」

村
沢
は
腰
を
落
と
し
、
山
波
の
目
を
見
て
い
る
。

山
波
「
ふ
っ
」

山
波
、
カ
ッ
ト
イ
ン
！
村
沢
は
こ
れ
に
食
ら
い
つ
く
。
山
波
、
ミ
ド
ル
レ
ン
ジ

で
急
ス
ト
ッ
プ
。
す
か
さ
ず
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
。

ザ
シ
ュ
！

「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
山
波
！
」

「
ま
ず
は
先
制
だ
！
」

山
波
は
吹
田
と
拳
を
ぶ
つ
け
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
戻
る
。

金
村
「
ド
ン
マ
イ
、
村
沢
。
よ
く
つ
い
て
い
た
。
さ
あ
、
一
本
返
す
ぞ
」

村
沢
「
は
い
」

静
南
の
攻
撃
。
金
村
が
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
。
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金
村
（
や
っ
て
み
ろ
、
村
沢
）

金
村
は
村
沢
へ
パ
ス
。
そ
こ
に
す
か
さ
ず
佐
藤
と
片
岡
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。

村
沢
「
ち
っ
…
」

じ
わ
じ
わ
と
ラ
イ
ン
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
村
沢
。

如
月
「
こ
っ
ち
だ
、
村
沢
！
」

村
沢
は
苦
し
紛
れ
に
如
月
へ
パ
ス
を
出
す
。

バ
シ
イ
！

山
波
「
Ｏ
Ｋ
！
ナ
イ
ス
パ
ス
」

パ
ス
カ
ッ
ト
し
た
山
波
が
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
。

村
沢
「
く
そ
っ
！
」
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村
沢
も
必
死
に
山
波
を
追
う
。

朝
倉
「
こ
こ
は
行
か
せ
ね
え
！
」

村
沢
よ
り
も
先
に
追
い
つ
い
た
朝
倉
が
並
走
す
る
よ
う
に
山
波
を
チ
ェ
ッ
ク
。

山
波
は
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
ラ
イ
ン
付
近
で
シ
ュ
ー
ト
体
勢
に
入
る
。

朝
倉
（
撃
た
せ
る
か
！
）

朝
倉
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
跳
ぶ
。

ク
イ

山
波
は
一
つ
フ
ェ
イ
ク
を
入
れ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
す
。

朝
倉
「
げ
っ
…
！
」

ビ
シ
イ
！

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！
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朝
倉
が
山
波
の
腕
を
叩
き
、
笛
が
鳴
る
。
同
時
に
放
た
れ
た
ボ
ー
ル
は
リ
ン
グ

に
向
か
っ
て
い
る
。

ザ
シ
ュ
！

「
フ
ァ
ウ
ル
！
白
１
３
番
！
バ
ス
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
ワ
ン
ス
ロ
ー
！
」

「
お
お
お
お
お
！
山
波
！
」

「
開
始
早
々
、
バ
ス
カ
ン
だ
！
」

相
川
「
山
波
…
。
い
き
な
り
ス
ー
パ
ー
プ
レ
イ
の
連
続
か
…
」

室
井
「
は
っ
は
っ
は
！
こ
れ
は
や
ら
れ
た
な
。
さ
す
が
は
山
波
だ
」

ザ
シ
ュ
！

山
波
は
ボ
ー
ナ
ス
ス
ロ
ー
も
き
っ
ち
り
沈
め
た
。

金
村
「
一
本
！
一
本
返
す
ぞ
！
」

静
南
の
攻
撃
。
ゆ
っ
く
り
と
ボ
ー
ル
を
つ
く
金
村
。
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金
村
（
こ
こ
は
俺
が
！
）

金
村
、
カ
ッ
ト
イ
ン
！
吹
田
を
抜
い
た
。

吹
田
（
速
い
…
！
）

金
村
、
単
独
突
破
。
そ
の
ま
ま
レ
イ
ア
ッ
プ
へ
跳
ぶ
。

バ
シ
イ
！

球
磨
川
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
炸
裂
。
ボ
ー
ル
を
拾
っ
た
山
波
、
間
髪
入
れ
ず
に
前
方

へ
矢
の
よ
う
な
パ
ス
。
ボ
ー
ル
は
前
を
走
っ
て
い
た
片
岡
に
渡
っ
た
。

バ
ス
！

「
う
お
お
お
お
お
！
ナ
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
、
球
磨
川
さ
ん
！
」

「
山
波
も
よ
く
見
て
い
た
！
ナ
イ
ス
パ
ス
！
」

金
村
「
ち
っ
…
」

村
沢
「
金
村
さ
ん
」

金
村
「
お
う
、
ど
う
し
た
？
」
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村
沢
「
俺
に
ボ
ー
ル
回
し
て
く
だ
さ
い
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
１
 

反
撃
開
始

静
南
の
攻
撃
。
金
村
が
ボ
ー
ル
を
保
持
し
て
い
る
。

金
村
（
村
沢
、
頼
ん
だ
ぞ
！
）

村
沢
に
ボ
ー
ル
が
入
る
。
目
の
前
に
立
つ
の
は
山
波
。

山
波
「
お
っ
、
ま
た
来
る
か
。
そ
う
こ
な
く
ち
ゃ
な
」

村
沢
「
…
…
…
」

村
沢
、
ド
ラ
イ
ブ
！
山
波
を
抜
い
た
。

山
波
「
…
…
…
！
！
！
」

村
沢
は
さ
ら
に
吹
田
も
抜
き
、
ゴ
ー
ル
下
に
突
っ
込
む
。

球
磨
川
（
来
る
か
！
？
）

村
沢
が
跳
ん
だ
。
球
磨
川
も
ブ
ロ
ッ
ク
に
跳
ぶ
。
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球
磨
川
（
叩
き
落
と
し
て
や
る
！
）

ス
ッ

村
沢
、
空
中
で
球
磨
川
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
か
わ
す
。

バ
ス
！

「
な
ん
だ
と
！
？
」

「
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ
！
あ
の
１
年
、
や
る
ぜ
！
」

「
山
波
と
球
磨
川
さ
ん
で
も
止
め
ら
れ
な
い
！
？
」

バ
チ
ン
！

金
村
と
村
沢
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
。

金
村
「
い
い
ぞ
、
村
沢
！
」

村
沢
「
は
い
！
」

山
波
が
小
さ
く
微
笑
む
。
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山
波
（
村
沢
薫
か
…
。
こ
れ
か
ら
楽
し
く
な
り
そ
う
だ
）

光
林
の
攻
撃
。
吹
田
が
仕
掛
け
る
が
、
金
村
を
抜
け
な
い
。

吹
田

く
そ
っ
…

片
岡
は
佐
藤
へ
ボ
ー
ル
を
送
る
。

バ
シ
イ
！

村
沢
の
ス
テ
ィ
ー
ル
が
炸
裂
。
金
村
が
ボ
ー
ル
を
拾
う
。

金
村
「
速
攻
！
！
！
」

静
南
メ
ン
バ
ー
が
駆
け
上
が
る
。
ボ
ー
ル
は
ロ
ー
ポ
ス
ト
の
二
階
堂
に
渡
っ
た
。

球
磨
川
、
佐
藤
、
片
岡
が
囲
む
。

二
階
堂
「
く
っ
、
如
月
！
」

二
階
堂
、
大
き
く
パ
ス
ア
ウ
ト
。
山
波
が
こ
れ
に
反
応
す
る
。
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山
波
（
如
月
！
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
！
？
）

山
波
が
チ
ェ
ッ
ク
に
走
る
。

ガ
シ
イ
！

朝
倉
が
ス
ク
リ
ー
ン
で
山
波
を
止
め
る
。
如
月
が
フ
リ
ー
で
ボ
ー
ル
を
受
け
取

っ
た
。

山
波
（
こ
い
つ
…
！
）

朝
倉
（
如
月
さ
ん
！
頼
み
ま
す
！
）

如
月
（
で
か
し
た
！
朝
倉
！
）

如
月
、
ノ
ー
マ
ー
ク
で
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
放
っ
た
。

ザ
シ
ュ
！

静
南
ベ
ン
チ
が
沸
き
上
が
る
。

塚
間
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
如
月
！
」
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若
菜
「
如
月
さ
ん
！
ナ
イ
ッ
シ
ュ
！
」

室
井
も
小
さ
く
拳
を
握
る
。

室
井
（
如
月
！
よ
く
決
め
た
！
）

静
南
ベ
ン
チ
に
目
を
向
け
る
井
上
。

井
上
（
い
い
チ
ー
ム
を
作
っ
た
な
、
鉄
。
だ
が
ウ
チ
の
天
才
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
黙

っ
ち
ゃ
い
な
い
ぜ
）
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
２
 

互
角
の
戦
い

村
沢
、
ド
ラ
イ
ブ
！
山
波
を
抜
い
た
。

山
波
「
ち
っ
…
！
」

バ
ス
！

原
口
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
村
沢
！
」

大
栄
「
こ
れ
で
５
点
差
！
い
け
る
ぞ
！
」

第
２
ク
ォ
ー
タ
ー
残
り
４
分

静
南
 

３
０

光
林
 

３
５

試
合
は
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
。
序
盤
こ
そ
山
波
に
支
配
さ
れ
て
い
た
静

南
だ
っ
た
が
、
如
月
と
村
沢
の
奮
闘
で
光
林
に
食
ら
い
つ
く
。

井
上
（
村
沢
薫
か
…
。
ま
る
で
去
年
の
山
波
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。
厄
介
な
相

手
だ
な
）

光
林
の
攻
撃
。
ボ
ー
ル
が
ロ
ー
ポ
ス
ト
の
球
磨
川
に
入
る
。
目
の
前
に
立
ち
は
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だ
か
る
の
は
二
階
堂
。

二
階
堂
「
来
い
、
球
磨
川
！
」

球
磨
川
（
二
階
堂
…
！
）

球
磨
川
は
ボ
ー
ル
を
外
に
戻
す
。

「
あ
あ
あ
あ
あ
！
球
磨
川
さ
ん
が
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
る
！
」

「
時
間
が
な
い
！
シ
ュ
ー
ト
に
い
く
ん
だ
！
」

２
４
秒
タ
イ
マ
ー
残
り
５
秒
。
ボ
ー
ル
が
再
び
球
磨
川
に
入
っ
た
。

球
磨
川
「
う
お
お
お
お
お
！
」

球
磨
川
が
強
引
に
シ
ュ
ー
ト
へ
向
か
う
。

ガ
ン
！

ボ
ー
ル
は
リ
ン
グ
に
嫌
わ
れ
た
。

球
磨
川
「
…
…
…
！
！
！
」
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バ
シ
イ
！

リ
バ
ウ
ン
ド
を
取
っ
た
の
は
朝
倉
。

二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
ナ
イ
ス
リ
バ
ン
！
」

球
磨
川
「
く
そ
っ
！
」

井
上
（
二
階
堂
…
。
す
ば
ら
し
い
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
も
の
だ
。
球
磨
川
も
頑

張
っ
て
は
い
る
が
、
二
階
堂
の
方
が
一
枚
上
手
か
…
）

静
南
の
攻
撃
。
ボ
ー
ル
は
金
村
、
如
月
と
渡
り
、
二
階
堂
へ
。
球
磨
川
が
両
手

を
挙
げ
て
立
ち
は
だ
か
る
。
佐
藤
も
寄
っ
て
き
た
。
一
気
に
ダ
ブ
ル
チ
ー
ム
だ
。

二
階
堂
「
甘
い
わ
！
」

次
の
瞬
間
、
逆
サ
イ
ド
の
ゴ
ー
ル
下
へ
パ
ス
が
出
る
。
朝
倉
が
受
け
取
っ
た
。

完
全
に
ノ
ー
マ
ー
ク
。

ド
ガ
ァ
！
！
！
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「
お
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
朝
倉
の
ダ
ン
ク
！
」

「
二
階
堂
も
よ
く
見
て
い
た
ぞ
！
」

朝
倉
・
二
階
堂
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
」

バ
チ
ン
！

二
階
堂
と
朝
倉
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
。

山
波
「
強
い
な
…
」

ビ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
チ
ャ
ー
ジ
ド
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
！
光
林
！
」

井
上
「
仲
町
、
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
明
け
た
ら
行
く
ぞ
。
準
備
し
て
お
け
」

仲
町
「
あ
れ
？
も
う
出
番
で
す
か
？
体
力
持
つ
か
な
ぁ
…
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
３
 

光
林
の
ス
ー
パ
ー
サ
ブ

光
林
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
両
軍
メ
ン
バ
ー
が
ベ
ン
チ
に
戻
る
。

静
南
ベ
ン
チ

如
月
「
よ
し
よ
し
！
光
林
相
手
に
よ
く
や
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
一
気
に
行
く

ぞ
！
」

二
階
堂
「
お
い
、
キ
ャ
プ
テ
ン
は
俺
だ
ぞ
」

村
沢
は
ド
リ
ン
ク
を
片
手
に
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
。

朝
倉
「
薫
、
大
丈
夫
か
？
」

村
沢
「
あ
あ
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
か
ら
な
…
」

室
井
「
村
沢
、
相
川
と
交
代
だ
」

村
沢
「
…
…
…
！
？
」

室
井
「
い
く
ら
お
前
と
は
い
え
、
フ
ル
で
山
波
に
つ
く
こ
と
は
不
可
能
だ
。
後

半
お
前
の
力
が
必
要
な
時
が
必
ず
来
る
。
だ
か
ら
そ
れ
ま
で
休
ん
で
お
け
」

村
沢
「
…
分
か
り
ま
し
た
」

室
井
「
如
月
、
山
波
を
お
前
に
任
せ
て
い
い
な
？
」

如
月
「
は
い
。
任
せ
て
く
だ
さ
い
」

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！
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タ
イ
ム
ア
ウ
ト
が
明
け
、
両
軍
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ト
に
入
る
。
静
南
は
村
沢
か

ら
相
川
、
光
林
は
佐
藤
か
ら
仲
町
に
メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。

山
波
（
村
沢
は
下
が
っ
た
か
。
ま
あ
い
い
。
ま
た
出
て
く
る
だ
ろ
う
）

相
川
が
二
階
堂
に
声
を
か
け
る
。

相
川
「
お
い
、
二
階
堂
。
あ
い
つ
…
」

二
階
堂
「
あ
あ
、
仲
町
だ
な
。
も
う
出
て
く
る
か
…
。
お
い
、
朝
倉
」

朝
倉
「
は
い
」

二
階
堂
「
あ
の
男
は
仲
町
。
体
力
は
な
い
が
手
強
い
男
だ
。
心
し
て
か
か
れ
」

朝
倉
「
は
い
！
」

（
誰
が
来
よ
う
と
必
ず
抑
え
る
！
）

光
林
ボ
ー
ル
で
試
合
再
開
。
ボ
ー
ル
は
片
岡
か
ら
山
波
と
回
り
、
ロ
ー
ポ
ス
ト

の
仲
町
に
渡
っ
た
。

朝
倉
（
よ
し
、
来
い
！
１
４
番
）

仲
町
、
ハ
イ
ポ
ス
ト
付
近
の
片
岡
へ
パ
ス
。

相
川
「
あ
っ
…
！
」
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相
川
は
片
岡
の
チ
ェ
ッ
ク
が
遅
れ
る
。
片
岡
、
そ
こ
か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
放
っ
た
。

ザ
シ
ュ
！

光
林
ベ
ン
チ
が
声
を
出
す
。

「
ナ
イ
ッ
シ
ュ
！
片
岡
！
」

「
仲
町
、
ナ
イ
ス
パ
ス
だ
ぞ
！
」

朝
倉
（
い
い
パ
ス
だ
っ
た
。
中
か
ら
さ
ば
く
選
手
な
の
か
…
？
）

静
南
は
入
っ
た
ば
か
り
の
相
川
が
得
点
し
、
２
点
を
返
す
。
そ
し
て
、
光
林
の

攻
撃
。

仲
町
（
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
行
く
ぜ
！
）

ガ
シ
イ
！

朝
倉
「
う
お
っ
！
？
」



62

仲
町
が
朝
倉
を
背
負
い
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
る
。

朝
倉
（
な
ん
だ
、
こ
の
パ
ワ
ー
は
！
？
）

吹
田
の
パ
ス
が
ゴ
ー
ル
下
の
仲
町
に
入
る
。
仲
町
は
朝
倉
に
体
を
ぶ
つ
け
、
パ

ワ
ー
勝
負
に
出
る
。

朝
倉
（
ダ
メ
だ
、
押
し
込
ま
れ
る
…
！
）

バ
ス
！

「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
仲
町
！
」

「
さ
す
が
だ
！
ナ
イ
ス
ゴ
ー
ル
下
！
」

相
川
が
尻
も
ち
を
つ
い
て
い
る
朝
倉
に
手
を
差
し
出
す
。

相
川
「
朝
倉
、
大
丈
夫
か
？
」

朝
倉
「
え
え
、
な
ん
と
か
」

（
す
げ
え
パ
ワ
ー
だ
。
あ
ん
な
の
あ
り
か
よ
…
）

光
林
は
仲
町
の
投
入
で
攻
撃
の
リ
ズ
ム
が
戻
る
。
静
南
も
順
調
に
得
点
を
重
ね
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る
が
、
徐
々
に
差
は
開
い
て
い
き
、
前
半
が
終
了
し
た
。

前
半
終
了

静
南
 

４
０

光
林
 

４
８
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ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
４
 

正
念
場

球
磨
川
「
行
く
ぞ
！
」

光
林
は
前
半
終
了
時
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
。

二
階
堂
「
絶
対
に
勝
つ
！
」

静
南
も
前
半
終
了
時
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ト
に
入
っ
た
。
ベ
ン
チ
の
村
沢

は
山
波
を
見
つ
め
て
い
る
。

村
沢
「
…
…
…
」

光
林
ボ
ー
ル
で
後
半
開
始
。
ま
ず
は
外
で
ボ
ー
ル
を
回
す
。
そ
し
て
、
ロ
ー
ポ

ス
ト
の
球
磨
川
へ
。

二
階
堂
「
来
い
！
」

直
後
、
山
波
が
動
く
。
球
磨
川
か
ら
走
り
込
ん
で
き
た
山
波
に
ボ
ー
ル
が
渡
る
。

朝
倉
（
や
ら
せ
る
か
！
）
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朝
倉
が
山
波
を
チ
ェ
ッ
ク
。
山
波
は
す
か
さ
ず
逆
サ
イ
ド
の
仲
町
に
パ
ス
を
出

す
。

ド
ガ
ァ
！
！
！

ノ
ー
マ
ー
ク
か
ら
仲
町
の
ダ
ン
ク
が
炸
裂
。

「
よ
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

「
こ
れ
で
ま
た
１
０
点
差
だ
！
」

村
沢
「
先
生
、
俺
を
…
！
」

室
井
「
ま
だ
だ
。
今
は
休
ん
で
お
け
」

静
南
の
攻
撃
。
金
村
か
ら
如
月
に
パ
ス
が
通
る
。

如
月
「
い
い
の
か
？
そ
ん
な
に
離
れ
て
て
」

片
岡
「
…
…
…
！
？
」

如
月
は
ミ
ド
ル
レ
ン
ジ
か
ら
迷
わ
ず
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
。
片
岡
は
不
意
を
つ
か

れ
た
。
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ザ
シ
ュ
！

如
月
「
ナ
メ
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
、
２
年
」

片
岡
「
く
っ
…
」

静
南
ベ
ン
チ
が
沸
く
。

塚
間
「
よ
ー
ー
ー
ー
ー
っ
し
！
如
月
！
」

原
口
「
８
点
差
！
ま
だ
行
け
る
！
」

室
井
「
だ
が
、
流
れ
は
変
わ
ら
ん
だ
ろ
う
な
」

村
沢
「
え
…
」

ザ
シ
ュ
！

山
波
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
決
ま
っ
た
。
今
度
は
光
林
ベ
ン
チ
が
立
ち
上
が
る
。

「
お
お
お
お
お
！
」

「
さ
す
が
山
波
！
」

井
上
も
小
さ
く
拳
を
握
る
。
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室
井
「
あ
れ
が
山
波
だ
。
現
状
、
ウ
チ
で
奴
を
止
め
れ
る
者
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
、
奴
を
止
め
な
け
れ
ば
全
国
に
続
く
道
は
な
い
。
誰
か
が
止
め
な
い
と

い
け
な
い
」

村
沢
「
…
…
…
」

室
井
「
村
沢
、
お
前
に
任
せ
て
い
い
か
？
」

村
沢
「
は
い
」
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Ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
５
 

片
鱗

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
！
静
南
！
」

静
南
の
メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
相
川
に
代
え
て
、
村
沢
が
コ
ー
ト
に
入
る
。

相
川
「
頼
ん
だ
ぞ
、
村
沢
」

村
沢
「
は
い
」

静
南
ボ
ー
ル
で
試
合
再
開
。
村
沢
に
ボ
ー
ル
が
渡
る
。

山
波
「
来
た
か
。
も
う
休
憩
は
い
い
の
か
？
」

村
沢
「
勝
負
で
す
」

村
沢
、
ド
ラ
イ
ブ
！
山
波
が
く
ら
い
つ
く
。
村
沢
は
フ
ロ
ン
ト
チ
ェ
ン
ジ
。
山

波
を
振
り
切
る
。

山
波
「
球
磨
川
さ
ん
！
来
ま
す
！
」
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村
沢
が
跳
ん
だ
。
球
磨
川
も
ブ
ロ
ッ
ク
に
跳
ぶ
。

ド
ガ
ァ
！
！
！

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
！

「
フ
ァ
ウ
ル
！
青
４
番
！
バ
ス
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
ワ
ン
ス
ロ
ー
！
」

「
う
お
お
お
お
お
！
村
沢
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

「
す
げ
え
！
相
手
が
で
か
く
て
も
関
係
ね
え
！
」

ダ
ン
ク
を
さ
れ
た
球
磨
川
は
悔
し
そ
う
に
拳
を
握
る
。

球
磨
川
「
あ
れ
が
中
学
Ｍ
Ｖ
Ｐ
の
実
力
か
…
」

山
波
「
…
…
…
」

ザ
シ
ュ
！

村
沢
は
落
ち
着
い
て
ボ
ー
ナ
ス
ス
ロ
ー
を
決
め
た
。

球
磨
川
「
気
に
す
る
な
！
次
返
す
ぞ
！
」
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「
お
う
！
！
！
」

光
林
の
攻
撃
。
ゆ
っ
く
り
と
ボ
ー
ル
を
回
し
て
い
く
。

二
階
堂
「
足
を
止
め
る
な
！
絶
対
マ
ー
ク
を
離
す
な
よ
！
」

静
南
、
激
し
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
光
林
の
動
き
も
決
し
て
悪
く
な
い
が
、
静
南

が
そ
れ
を
上
回
る
。

室
井
（
そ
う
だ
。
絶
対
に
ノ
ー
マ
ー
ク
を
作
ら
せ
る
な
）

２
４
秒
タ
イ
マ
ー
残
り
１
０
秒
を
回
る
と
こ
ろ
で
、
山
波
に
ボ
ー
ル
が
渡
る
。

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
つ
く
村
沢
と
一
瞬
向
か
い
合
い
、
素
早
い
カ
ッ
ト
イ
ン
で
抜

き
に
い
く
。
し
か
し
、
村
沢
も
つ
い
て
い
く
。

バ
ッ
！

村
沢
「
…
…
…
！
？
」

山
波
が
バ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
村
沢
と
の
距
離
を
と
る
。
そ
し
て
素
早
い
動
き
か

ら
打
点
の
高
い
シ
ュ
ー
ト
へ
。
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「
お
お
お
お
お
！
上
手
い
！
」

「
こ
れ
は
決
ま
っ
た
！
」

山
波
の
手
か
ら
シ
ュ
ー
ト
が
放
た
れ
た
。

チ
ッ
！

山
波
「
な
に
！
？
」

横
か
ら
跳
ん
で
き
た
如
月
が
ボ
ー
ル
に
触
れ
た
。

如
月
「
リ
バ
ウ
ン
ド
だ
！
二
階
堂
、
朝
倉
！
」

ガ
シ
イ
！

ゴ
ー
ル
下
で
二
階
堂
、
朝
倉
を
押
さ
え
込
む
球
磨
川
と
仲
町
。

二
階
堂
「
球
磨
川
…
！
」

朝
倉
「
ち
っ
…
！
」
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押
さ
え
ら
れ
な
が
ら
も
ボ
ー
ル
の
行
方
を
追
う
朝
倉
。

朝
倉
（
諦
め
て
た
ま
る
か
…
！
高
く
跳
ね
さ
え
す
れ
ば
…
）

ガ
ン
！

朝
倉
の
思
惑
通
り
、
山
波
の
放
っ
た
ボ
ー
ル
は
や
や
高
め
に
跳
ね
た
。

ス
ッ

そ
の
瞬
間
、
朝
倉
が
僅
か
に
体
を
動
か
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
ア
ウ
ト
の
押
し
合
い

か
ら
逃
れ
る
。

仲
町
「
な
っ
…
！
？
」

次
の
瞬
間
に
は
リ
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
て
ジ
ャ
ン
プ
。
室
井
が
ベ
ン
チ
か
ら
立
ち

上
が
る
。

室
井
（
朝
倉
…
！
）

仲
町
（
速
い
…
！
）
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バ
シ
イ
！

朝
倉
「
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

仲
町
も
リ
バ
ウ
ン
ド
に
跳
ぶ
が
、
朝
倉
が
高
い
位
置
で
ボ
ー
ル
を
掴
む
。

金
村
「
朝
倉
！
」

い
ち
早
く
ゴ
ー
ル
に
走
っ
て
い
た
金
村
。
そ
の
金
村
に
向
か
っ
て
、
朝
倉
か
ら

大
き
な
パ
ス
が
通
る
。

バ
ス
！

ノ
ー
マ
ー
ク
の
金
村
が
レ
イ
ア
ッ
プ
を
沈
め
た
。
静
南
ベ
ン
チ
が
拳
を
突
き
上

げ
る
中
、
室
井
が
コ
ー
ト
を
指
差
す
。

室
井
「
如
月
、
金
村
！
」

如
月
と
金
村
が
う
な
ず
く
。



74

「
な
、
な
に
ぃ
！
？
」

「
こ
れ
は
…
！
」

光
林
の
攻
撃
。
片
岡
が
ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
瞬
間
、
そ
れ
は
始
ま
っ
た
。
片

岡
に
対
し
、
如
月
と
金
村
の
ゾ
ー
ン
プ
レ
ス
。

片
岡
「
く
っ
…
」

バ
シ
イ
！

金
村
が
ボ
ー
ル
を
叩
い
た
。
如
月
が
ボ
ー
ル
を
拾
う
。

山
波
「
ち
っ
…
」

山
波
が
ヘ
ル
プ
に
向
か
う
。
次
の
瞬
間
、
山
波
の
横
を
ボ
ー
ル
が
通
る
。
山
波

が
振
り
向
く
と
、
村
沢
が
ボ
ー
ル
を
受
け
て
い
た
。
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
ラ
イ
ン

の
外
。

山
波
「
し
ま
っ
た
…
！
」

村
沢
、
ノ
ー
マ
ー
ク
で
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
放
っ
た
。
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ザ
シ
ュ
！

「
来
た
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

「
村
沢
の
ス
リ
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

「
３
点
差
だ
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

第
３
ク
ォ
ー
タ
ー
中
盤
か
ら
爆
発
的
な
追
い
上
げ
を
見
せ
る
静
南
。
そ
の
攻
撃

力
は
光
林
を
も
上
回
る
勢
い
だ
っ
た
。

第
３
ク
ォ
ー
タ
ー
終
了

静
南
 

５
８

光
林
 

６
０
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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